
『一日一笑』できることを願って･･･
校長 萩原百合子

新しい年が始まりました。今年のお正月は穏やかな晴天が続き、気持ちの良い新年を迎えられたの

ではないでしょうか。しかしながら、全国的に新型コロナウィルスの感染が拡大しており、不安な日

々を送っている方も多いと思います。

昨年は、保護者の皆さまや地域の皆さまに、子どもたちを常に温かく見守っていただきありがとう

ございました。あらゆる教育活動の場面で地域や保護者の皆さまに支援していただき、感謝申し上げ

ます。

１月８日の始業式は、放送で行いました。その中で次のような話をしました。

「１月７日に緊急事態宣言が発令されました。今後1ヶ月間、様々な場面で自粛することが増えてき

ます。学校の臨時休校は行わないということですが、感染防止対策の徹底を図りながら、教育活動を

継続していくことになります。今まで通りソーシャルディスタンスを十分にとり、マスクの着用や手

洗いうがいの徹底をお願いします。授業の形態も2学期よりさらに注意して進めていくことになりま

す。予定していたことができなくなることもあります。寒いですが、換気もしっかり行っていきます。

そういった制限のある学校生活となりますが、『学校に来られること・仲間と過ごせること・みんなで

授業を行えること』を大切にしていきましょう。

たいへんな状況ではありますが、自分は今年の目標を『一日一笑』としようと考えました。

『一日一笑』とは、

『一日一回でもいいから心から笑おう。一日に一人でもいいから笑顔にしよう。』

『今日も良い日だったと思える。今この一瞬を生きることがどんなに幸せか。』という解釈です。

一日に一回でも笑えるということは、心の中にゆとりがあり、生きていることへの充実感につなが

ると思います。殺伐としている世の中だからこそ、『一日一笑』を心がけることでこの現状を切り抜け

ていけるのではないかと思います。」

始業式の朝、各教室の黒板には、担任の先生から子どもたちに向けて温かいメッセージが書かれて

いました。学級活動の時間には、３学期に向けて担任の先生の話や目標(抱負)を考えている和やかな

ようすがありました。子どもたちの表情は明るく、良いスタートが切れたと思います。様々な制限が

ある学校生活となりますが、どの学年も卒業式や修了式の時に、このクラスでよかったと思えるよう

に、子どもたちと教職員が力を合わせ工夫をしながら学校生活を創っていこうと思います。

始業式の最後に、子どもたちには次のように伝えました。「新型コロナウイルスの感染症対策は、

今後も一人ひとりがしっかり行っていきましょう。でも、万が一かかってしまったときは、誰のせい

でもありません。その時は、みんなで支え合っていきましょう。」新型コロナウイルスの感染防止対策

は今後も十分に行い、愛川中原中学校全体で支え合いながら教育活動を進めてまいります。保護者の

皆さま、地域の皆さま、今学期もご理解とご協力、ご支援をお願い申し上げます。
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１月の予定

８日(金) 始業式 13日(水) 給食開始

12日(火) 教育相談期間（19日まで） 27日(水) 新入生保護者説明会

健康WEEK（15日まで）

愛川中原中学校のホームページの『愛川中原中学校BLOG』を、随時更新

しています。ぜひ、ご一読ください。ブログは、右のQRコードから入るこ

とができます。 ブログのQRコードです

２学期末の学校の様子

通常より少し早く始まった２学期でしたが、12月24日で終業式を迎えました。それに先だ

ち、各学年で学年集会が行われました。

集会の中では、どのクラスからも、２学期の行事や生活を通じて良かった点を挙げて継続

していくこと、改善点を克服していき、次の学期につなげることが発表されました。

その後レクを行い、クラスや学年の親睦を深めました。

１学年 １学年 ２学年 ３学年

学年集会 学年レク 学年レク 学年委員による演劇

12月24日の終業式は、コロナウィルス感染症拡大防止のため、学年を分けて行われました。

前半は１、３年生、後半は２年生でした。どちらの式でも校長先生からの２学期をしめくく

るお話の後、各学年の代表者による２学期の振り返りと３学期に向けての決意が発表されま

した。

１，３学年 終業式の様子 ２学年 終業式の様子


